
平成29年度 
第１回 三重県河川整備計画 

流域委員会 

平成29年6月5日 
 

 三重県 

二級河川 神内川 
こうのうち がわ 



目 次 

１． 流域の概要 

２． 河道の変遷 

３． 主要洪水の概要 

４. 河川の整備状況 

５． 河川の利用・環境 

６. 今後の予定 

1 



１．流域の概要 
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■神内川流域の概要 

 関係市 

南牟婁郡 紀宝町 

 主要道路 

国道42号（紀宝バイパス） 

県道35号（旧国道42号） 

県道141号(オレンジロード) 

 鉄道 

JR紀勢本線 

神内川流域 
 流域面積：  7.5km2 

 管理延長：  4.4km 
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神内川流域
和歌山県
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紀宝町
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基図）国土地理院 
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■気候(S54～H28) 

 神内川流域周辺の昭和54年(1979)～平成28年(2016)の年平均気温は
16.6℃で、四季を通じて温暖な気候である。 

【気象観測所位置】 
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【年平均気温分布（S54～H28）】 

【月平均気温分布（S54～H28）】 

・熊野観測所は平成14年に熊野新鹿観測所に移設 
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■気候(S54～H28) 

 神内川流域周辺の昭和54年(1979)～平成28年(2016)の年平均降水量は
2,569mmで、梅雨前線が活発化する６月、台風襲来の多い９月の降水量が多い。 

【気象観測所位置】 
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【年平均降水量分布（S54～H28）】 

【月平均降水量分布（S54～H28）】 
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・熊野観測所は平成14年に熊野新鹿観測所に移設 



■地形 
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【地形の概況】 
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出典）国土地理院 土地条件図(H26.12刊行) 

 神内川は、紀宝町の大烏帽子山に源を発し、船谷川、滝山川、芦谷川、砥嶋川、
飯盛川を合流し、鵜殿港に注ぐ二級河川である。 

 神内流域の北部から西部にかけて熊野丘陵、東部に熊野台地が分布し、その間
の低地部に神内川が流下している。 

タキヤマガワ トジマガワ 

イモリガワ 

オ オ エ ボ シ ヤ マ フナタニガワ アシダニガワ 



■地質 
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 神内川流域の上中下流域いずれも河川沿い表層地質は、主に礫・砂・泥よりなる
堆積物であり、その周囲には礫を主とする堆積物、凝灰岩、花崗斑岩が分布する。 

【地質の概況】 

出典） 土地分類基本調査 「表層地質図（5万分の1）」 



■植生 

8 

 神内川流域の植生は、シイ・カシ二次林が流域南西の山地部に分布しており、そ
の他山地はスギ・ヒノキ・サワラ植林で占められ、平地部は主に水田・雑草群落で
ある。 

【植生図】 

66 シイ・カシ二次林

91 スギ・ヒノキ・サワラ樹林

e1 果樹園

96 竹林

b 水田雑草群落

出典） 環境省 自然環境局 生物多様センター 自然環境調査Web-GIS 



■人口・世帯数 

 神内川流域に関連する紀宝町の人口は、平成27年で約1万1千人、世帯数は約
5千世帯である。 

  人口の推移を見ると、昭和35年から平成2～7年頃まで増加し、その後は減少に
転じて、平成27年では昭和35年と同程度の人口となっている。 

  世帯数の推移を見ると増加傾向にあり、１世帯あたりの人数は昭和35年の4.0人
から平成27年では2.3人と半減している。 
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【紀宝町の人口・世帯数】 

出典）三重県統計書（H27時点） 
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■産業別就業者数 

 神内川流域に関連する紀宝町の就業者数は、平成22年では約3700人で、昭和
35年以降、減少傾向にある。 

 産業別就業者の推移を見ると、第一次産業に従事する人数が大きく減少し、第
二次、第三次に従事する人数が増加傾向にある。 

10 
出典）三重県統計書（H22時点） 

【紀宝町の産業別就業者数】 
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■土地利用の変遷 
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 市街地は、昭和51年に
４％を占めていたが、平
成26年には１３％と増加 

 水田は昭和51年に24％
を占めていたが、平成
26年には11％に減少 

 神内川流域では山際や
下流部の平野部で水田
から宅地への市街化が
進行 

【土地利用別面積の推移】 

【土地利用状況の推移】 

［昭和51年］ ［平成26年］ 

出典）国土数値情報 「土地利用細分メッシュデータ」 

S51 

H26 



■歴史・文化 
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 神内の名称は、伊弉諾尊と伊弉冉尊の神にまつわる神皇地に由来する。 
 神内川流域には、神内神社樹叢や烏止野神社叢林等の天然記念物が存在し、
また、古来より参詣道として著名な熊野古道（伊勢路）が流域内を横切っている。 

 流域周辺には鵜殿城趾や貴袮谷社等の史跡が存在している。 

【文化財位置図】 
H29.4.8撮影 

H29.2.10撮影 

指定 種別 名称 所在地 指定年月日

ユネスコ 世界遺産 熊野
くまの

古道
こどう

熊野三山へと通じる参詣道 平成16年 7月 7日

三重県 天然記念物 神内神社樹叢
こうのうちじんじゃじゅそう

紀宝町神内近石958番地 昭和16年12月 2日

紀宝町 天然記念物 烏止野神社社叢林
う ど の じん じゃ しゃ そう りん

紀宝町鵜殿104 昭和49年 2月 1日

紀宝町 史跡 鵜殿城趾
う ど のじ ょ う し

紀宝町鵜殿 昭和49年 2月 1日

紀宝町 史跡 貴袮谷社
きねがたに しゃ

紀宝町鵜殿 昭和56年 3月 1日

イザナギノミコト 

［神内神社樹叢］ 

［烏止野神社叢林］ 

※ ユネスコ、三重県、紀宝町が指定している記念物等 

イザナミノミコト コウノウチ 

コウノウチジンジャジュソウ ウドノジンジャソウリン 

ウドノジョウシ キネガタニシャ 



２．河道の変遷 
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■河道の変遷（下流部：防潮水門～三代太郎橋） 
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 下流部においては、神内川の流路に大きな変化は見られない。ただし、S51、S57
災害関連事業が実施されたことにより流路が変化している箇所が存在する。 

 昭和60年に鵜殿港が開港されたことによって、河口部の形状が変化した。 
 土地利用においては、水田が減少し、市街化が進んだ。 

市街化の進行 
鵜殿港が開港 

S60（1985年） 

Ｓ41流路 

流路の変化 

S41（1966年） H23（2011年） 
下流部区間 

出典） S41・S60：国土地理院 

      H23：三重県共有デジタル地図 



■河道の変遷（中流部：三代太郎橋～神内橋） 
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 三代太郎橋より上流で、神内川の流路に変化が見られない。 
 三代太郎橋より上流では、川幅が狭く、堤内地盤高は低い。水田が遊水機能を
有しており、下流の水害の負担を軽減していることが想定される。 

 土地利用においては、大きな変化が見られないが、山際の水田から市街化してい
る箇所も存在する。道路の整備も行われ、国道42号紀宝バイパスが開通した。 

S41（1966年） 

道路の整備 

市街化の進行 

S60（1985年） 

H23（2011年） 

国道42号紀宝バイパスが開通
（H25.6.16全線開通） 

中流部区間 

出典） S41・S60：国土地理院 

      H23：三重県共有デジタル地図 



■河道の変遷（上流部：神内橋～神内神社） 
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 上流部においては、神内川の流路に変化は見られない。 
 土地利用においては、大きな変化が見られない。 

S41（1966年） H23（2011年） 

S60（1985年） 

上流部区間 

神内神社 
神内神社 

神内神社 

出典） S41・S60：国土地理院 

      H23：三重県共有デジタル地図 



■河道の変遷（最上流部：神内神社～上流端） 
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 最上流部においては、神内川の流路に変化は見られない。 
 最上流区間で、宅地としての土地利用はほとんど見られない。 

S41（1966年） H23（2011年） 

S60（1985年） 

最上流部区間 

神内神社 
神内神社 

神内神社 

出典） S41・S60：国土地理院 

      H23：三重県共有デジタル地図 



３．主要洪水の概要 
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■主要洪水の概要 
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  水害統計史上、被災世帯数が最大となったのは昭和42年10月洪水、床上浸
水世帯数が最大となったのは平成23年9月の紀伊半島大水害である。 

  昭和51年から昭和60にかけて下流部の河道改修を実施して以降、平成23年9
月の紀伊半島大水害が発生するまでは、大きな洪水は発生していない。 

異常気象名 床下 床上 日 １時間 水害原因
浸水 浸水 最大 最大
（世帯） （世帯） (mm) (mm)

1961 S36 6. 23 ～ 6. 28 秋雨前線豪雨 1 432.4 83.3 －
1965 S40 9. 13 ～ 9. 17 台風第２４号 3 182.5 41.0 －
1967 S42 10. 27 ～ 10. 28 台風第３４号 123 66 293.2 103.0 浸水
1968 S43 4. 25 ～ 4. 27 台風第１６号 8 －
1969 S44 6. 20 ～ 7. 14 梅雨前線・豪雨 3 3 181.5 33.0 －
1972 S47 9. 6 ～ 9. 19 豪雨及び台風第２０号 18 303.5 139.0 浸水・内水
1988 S63 9. 3 ～ 9. 9 豪雨 1 141.0 39.0 内水・有堤部溢水
1991 H3 6. 2 ～ 6. 8 梅雨前線豪雨 2 31.5 7.5 窪地内水・その他
2011 H23 8. 30 ～ 9. 7 台風１２号及び豪雨 53 96 357.0 114.0 無堤部溢水

注１）水害統計調査より
注２）最大雨量は以下のとおり

・S36～S47は尾鷲雨量、S63～H3は御浜雨量、H23は川原雨量
注３）S51～S60に河道改修を実施

被災数
浸水発生年月日

年 月日

最大雨量



■紀伊半島大水害（H23台風12号）での浸水被害 
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 紀伊半島大水害（H23台風12号）による神内川流域内の一般資産被害額は約
11.5億円であり、水害統計史上最大となった。 

 同水害では、熊野川から神内川へ溢水氾濫が生じ、被害を助長した。 

出典）紀宝町役場提供資料（H23.9.4撮影） 

【被災状況】 【浸水区域図】 

熊野川からの溢水 



４．河川の整備状況 
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■河川の整備状況（災害復旧事業） 
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 神内川の大規模な災害復旧事業は、昭
和51年と昭和57年の2事業である。 

 昭和51年災害では県道35号から飯盛川
合流点の区間、昭和57年災害では飯盛
川合流点から三代太郎橋の区間を対象に
災害復旧を行った。 

【災害復旧事業範囲】 

施工時期 事業名等 左右岸 
施工 
区間 

施工 
内容 

施工 
延長 

昭和51年度 
  ～ 
昭和52年度 

S51災関連  左右岸 

県道 35号～
1.4k（飯盛川
合流点）付近 

河道掘削 
護岸工 

900.0m 

昭和57年度 
  ～ 
昭和59年度 

S57災関連  左右岸 

1.4k（飯盛川

合 流 点 ） ～
1.8k（三代太
郎橋）付近 

河道掘削 
護岸工 

560.0m 

【災害復旧事業一覧】 



■河川の整備状況（局部改良工事等） 
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 下流域では、昭和61年度から平成4年度にかけて、流下能力確保のための河道
掘削及びこれに伴う護岸の整備を局部改良工事等により行った。 

平成4年度施工護岸工 L=41.0m 

連結ブロック L=10m 

S63県単局改 矢板工 L=53.6m 

H1県単局改 L=80m 

矢板工 L=54.8m 

鵜殿港 

波静橋（県道35号） 

0
.0

k
 

0
.4

k
 

S60県単 L=40.8m 

S61年度施工 L=168.3m 



■高潮・津波対策の状況 
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 神内川河口には神内川防潮水門が整備されており、神内川は防潮水門を通して
鵜殿港に流下している。 

 防潮水門は三重県で管理しており、洪水流の排水を目的としたスイングゲート（左
岸側に設置）は、水位差によって自動で開閉する。 

 昭和58年竣工の現施設は、平成23年に実施したL2耐震性能照査の結果、耐震
機能を満足しないことが判明している。 

 L1津波※１が発生した場合、鵜殿港に到達する津波高はT.P.+3.8mであり、防潮
水門の高さがT.P.+5.05mあることから、浸水被害を防止することができる。 

 L2津波※2が発生した場合では、浸水被害の発生が想定されている。 

H29.3.28撮影 

出典）H27 三重県津波浸水想定 ※1L1津波：過去最大クラスの津波（比較的発生頻度が高い） 
※2L2津波：南海トラフの理論最大クラスの地震を想定した場合想定される津波 

【留意事項】 
○津波浸水想定では、
津波による河川内の水
位変化を図示していま
せんが、津波の遡上に
より、水位が変化する
ことがあります。 



５．河川の利用・環境 
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■河川空間の利用状況 

26 

 防潮水門から神ノ内橋（国道42号紀宝バ
イパス）にかけて桜並木が整備されている。 

 耳切橋付近（1.4k付近）から神内神社付
近（4.0k付近）の区間は「神内川リバーサ
イドコース」として散策路に利用されている。 

○散策路（神内川リバーサイドコース） 

○桜並木 

神内川3.2k付近 H29.3.28撮影 

JR紀勢本線上流右岸（0.6k付近） H29.4.9撮影 

神内川ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞｺｰｽ 



■水利用の現状 
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  許可水利権については、昭和20年代から昭和50年代には工業用水が４件で
あったが、現在は廃止されている。 

  慣行水利権については、昭和40年代に農業用水として５件の届け出があり、学
校前堰、橋爪堰、宮上堰の３堰は現存している。 



■河川水質の推移 
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【水質観測地点】 

Ｃ類型（5mg/ℓ 以下）

Ｂ類型（3mg/ℓ 以下）

Ａ類型（2mg/ℓ 以下）

ＡＡ類型（1mg/ℓ 以下）

0

2

4

6

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

北川橋（0.4k）

石 橋（1.2k）

子安橋（3.5k）
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【水質の推移】 

 神内川は水質環境基準の類型指定はされ
ていない。 

 紀宝町によって３地点（子安橋、石橋、北川
橋地点）において、年２～３回の水質調査が
行われている。 

 水質は、上流部はAA類型相当、下流部は
AA～A類型相当である。 

 紀宝町では下水道が整備されておらず、人
家が集中する下流部の水質は、上流部に
比べて悪い。 

御浜町

紀宝町

飯盛川

滝山川

船谷川

芦谷川

砥嶋川

紀宝町役場

水質調査地点

子安橋（3.5k）

水質調査地点

石橋（1.2k）

水質調査地点

北川橋（0.4k）

出典）紀宝町役場より提供 



■河川環境（河道内植生） 
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 下流部や中流部では流れがほとんどなく湿
地性の植物や沈水植物が優占する。また、
上流部や最上流部では穏やかな流れがあ
り、湿地性の植物が優占する。 

 外来種はオオカナダモが下流部、中流部に
優占し、重要種は確認されていない。 

ヨシ（湿地性植物） オオカナダモ（沈水植物） 

ツルヨシ（湿地性植物） ミゾソバ群落（湿地性植物） 

H29.5.15撮影 H29.5.15撮影 

H29.5.15撮影 H29.5.15撮影 

主な湿生植物 

   ヨシ 

   ヒメガマ 

   タチヤナギ 

   オオカナダモ（外来種） 

   ツルヨシ 

   ミゾソバ 

   クサヨシ 



■河川環境（魚類・底生動物） 
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H29.5.15撮影 

H29.5.15撮影 

御浜町

紀宝町

飯盛川

滝山川

船谷川

芦谷川

砥嶋川

紀宝町役場

鵜
殿
駅

最
上
流
部

上
流
部

中
流
部

下
流
部

河
川
管
理
区
間

地点1

地点2

地点3

地点4

 魚類ではボラ、オイカワ、カワムツ、底生動物
ではヌマエビ、モクズガニが多くみられた。 

 重要種として二ホンウナギ、ミナミメダカ、ヒラ
テテナガエビ等が、外来種としてオオクチバ
ス（特定外来生物）、アメリカザリガニ、スクミ
リンゴガイが確認された。 

  下流部（地点1） 中流部（地点2） 上流部（地点3） 最上流部（地点4） 

魚類 

ボラ 
ニホンウナギ 
カワアナゴ 
オオクチバス 
（特定外来生物） 

オイカワ 
ボラ 
カワムツ 
ミナミメダカ 

カワムツ カワムツ 

底生動物 
ミゾレヌマエビ 
モクズガニ 

ヌマエビ 
アメリカザリガニ 
スクミリンゴガイ 

ヌマエビ 
モクズガニ 
ヒラテテナガエビ 

ヌマエビ 
モクズガニ 
ヒラテテナガエビ 
ヤマトヌマエビ 

注）赤字：重要種、青字：外来種 

H29.5.22撮影 

カワムツ ニホンウナギ（重要種） 

H29.5.22撮影 

H29.5.22撮影 H29.5.22撮影 

ミナミメダカ（重要種） ｵｵｸﾁﾊﾞｽ（特定外来生物） 

現地調査による主な魚類・底生動物 



御浜町

紀宝町

飯盛川

滝山川

船谷川

芦谷川

砥嶋川

紀宝町役場

鵜
殿
駅

最
上
流
部

上
流
部

中
流
部

下
流
部

河
川
管
理
区
間

主な確認種
両生類・爬虫類・哺乳類
鳥類

注)赤字：重要種、青字：外来種

ｲｼｶﾞﾒ

ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ
ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ

ｳｼｶﾞｴﾙ
ｵｵﾖｼｷﾘ

ﾊﾔﾌﾞｻ

■河川環境（鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類） 
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H29.5.15撮影 

 鳥類20種、両生類4種、爬虫類5種が確認さ
れた（哺乳類は確認されず）。 

 重要種として、ハヤブサ、オオヨシキリ、アカ
ハライモリ、トノサマガエル、ニホンイシガメが、
外来種としてウシガエル（特定外来生物）、ミ
シシッピアカミミガメが確認された。 

H29.5.30撮影 

ハヤブサ（重要種） トノサマガエル（重要種） 

H29.5.30撮影 

H29.5.30撮影 

H29.5.30撮影 

ニホンイシガメ（重要種） ミシシッピアカミミガメ 

＜重要種・外来種の確認状況＞ 

分類群 最上流 上流部 中流部 下流部

鳥類 ハヤブサ オオヨシキリ

両生類 アカハライモリ ウシガエル

トノサマガエル

爬虫類 イシガメ

哺乳類



６．今後の予定 
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■今後の進め方 

 第1回 流域委員会（H29年6月5日） 

流域の概要、現地確認 

 第2回 流域委員会（H29年10月頃） 

治水・利水・環境の現状・課題・方向性 

河川整備計画素案の提示 

 第3回 流域委員会（H30年1月頃） 

河川整備計画原案の提示 

 第2回 住民アンケート（H29年11月頃） 

 関係住民の意見聴取 

 関係機関協議・関係町長 意見聴取 

 策定 

←今回開催 
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 第1回 住民アンケート（H29年7月頃） 

 関係住民の意見聴取 


